タイトル：ＪＨＬ学習者向け多読自律学習への促し
－上級学習者を対象に－

制作者：黄愛玲

対象学習者：
台湾の大学で学ぶ大学生（18歳以上）

台湾で育ち、日本語による日常的な会話や読み書きの力を持つが、交渉能力や論述等高度な日本語言語能力がやや不足と言える学習者。
学習状況：
週10時間以上専門的に日本語を学習する時間を持つ。

その他経済学等の教科は、中国語や英語による履修もしている。
概要：
初級

⇒

中級

⇒

上級

ユニットコンセプト：
多元的思考の育成

トピック：


善と悪
多元的な思考能力の育成を長期的なプログラムとしてトピックに「善と悪」を取り上げ、「読み行為」を通して思考力を育成していく。長期プログラムとして本カリキュラムの位置づけは中級程度の学習を終えた学習者に向けたものである。中級から上級へと「読み」能力を進ませることを目標としている。学習目標は日本語「読み」能力育成を中心に、大学生としての思考力育成を促す。「善と悪」の両面性について考えさせることによって、台湾の大学生にしばしば見られる正解しか期待しない二元論的な思考から多元的な思考ができるように「気づか」せていく。自己視点からの「善と悪」と他者視点からの「善と悪」、両者の関係性について考えさせていきたい。
主教材：『犬解剖物語り－動物愛護協会との戦い』

　立場の違いによって明確に異なる「善と悪」が考えやすいという点から主教材に『犬解剖物語り－動物愛護協会との戦い』を取り上げた。

授業構成：大きく5つのステップ

内向的な学習者等も多く、積極的に発言が望めないという点を考慮し、それぞれステップごとに学習成果を確認できるような教科活動を取り入れた。また、グループ活動を多くしたことは、個人で行う不安を解消し互いに助け合える等の利点が考えられるからである。
　

（クライテリア⇒理論・詳細・正確・興味）

ステップ1：既有知識の確認




1.解剖

2.動物愛護

3.動物と人間社会

· グループ活動：グループ討論＜パワーポイント発表＞

ステップ2：教材内の語彙の確認




章に分け、語彙を発表させ全体で確認しながら理解していく

· グループ活動：語彙情報発表

＜パワーポイント発表＞＜新出語彙と既有知識のマッピング＞

ステップ3：教材への読み




章に分け、読解内容を発表を通して理解していく

クラス活動として、発表グループは代表なり全員順番なりその章を音読させる




発表グループ＝
担当章の内容発表




その他

＝
質問の用意

· グループ活動：グループ討論から全体討論

＜パワーポイント内容発表＞＜質問表の準備＞

ステップ4：副教材への読み

· ネット資料「動物愛護及び管理に関する法律」の概説（日本と現地国）

· ネット資料「野良犬が減ったのはなぜ－台湾ペット事情」

· ネット資料「中国で狂犬病流行、当局警戒強める　大規模処分の地域も」

· 映画鑑賞「クイール」(二言語)
☆
個人活動：教材内容と副教材と既有知識の関わり

ステップ5：教材内容の再確認




全体

＝
解剖者からの読み　と　動物愛護からの読み

· 個人活動：

＜解剖者と動物愛護両方の立場に立ったスピーチ文の作成と発表＞

制作者の反省・感想：

　学習者の大学生が本当に興味をもってくれるテーマであるのかどうかが大きな心配点である。多面的な思考をもたせたいと目標を掲げたが、自身が常にそうできているのかどうか。思考にまで深めた言語教育は教える側も多様で柔軟な対応ができなけれいけないと再確認した。普段の自分は果たしてできていたのだろうかと反省する。

本カリキュラムでは学習目標の達成を図る重要なクライテリアについてほとんど触れていない。そのため、学習者を如何に導いていくかが明確にできにくいし、なにを明確な達成目標として目指せばよいのかも曖昧だったと言えよう。今後は、この部分を強化し学習者自身が「読み」に興味を持つような授業を行えることを目指したい。

